
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【デ
ジ
タ
ル
版
む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う
№
21
】 

 
御
手
傅
大
名
方(

東
海
道
筋
川
普
請)

 



 

 

 

 

 

 



【
本
文
解
読
文
】 

  
 
 
 

御
手
傅
大
名
方 

  

四
万
四
千
九
百
八
拾
四
両 

 

三
拾
弐
万
五
千
石 

 

永
百
六
拾
弐
文
壱
ト 

 
 
 
 
 

松
平
因
幡
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拾
八
万
六
千
石 

 

弐
万
六
千
百
四
拾
七
両 

 
 
 
 

松
平
出
羽
守 

 

永
四
拾
弐
文
弐
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
拾
壱
万
石 

 

弐
万
九
千
五
百
廿
両
三
分 

 
 
 

有
馬
玄
蕃
頭 

 

永
百
六
文
四
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
拾
四
万
弐
千
石 

 

弐
万
八
千
四
百
八
拾
両
弐
分 

 
 

松
平
土
佐
守 

 

永
九
拾
七
文
七
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拾
五
万
四
千
二
百
八
拾
八
石 

 

弐
万
千
弐
百
六
拾
七
両
壱
分 

 
 

松
平
甲
斐
守 

 

永
百
三
十
七
文
三
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
万
石 

 

四
千
弐
百
拾
七
両
三
分 

 
 
 
 

稲
垣
靏
之
丞 

 

永
拾
五
文
弐
ト 

  

右
者
關
東
筋
川
之
御
普
請
御
手
傳 

 

被 
 
 

仰
付
候 

  

弐
万
九
千
九
百
八
拾
壱
両 

 
 
 

藤
堂
和
泉
守 

 

永
弐
百
九
文
壱
ト 

 

九
千
弐
百
五
拾
四
両
三
分 

 
 
 

松
平
越
後
守 

 

永
百
三
拾
七
文
八
ト 

  

右
者
東
海
道
筋
川
御
普
請
御
手
傳 

 

被 
 

仰
付
候 

  

惣
〆
拾
九
万
三
千
八
百
五
拾
三
両
壱
分 

 
 
 
 
 
 
 

永
百
五
拾
九
文
八
ト 

 
 

右
之
通
四
月
十
六
日
被 

 
 

仰
付
候
以
上 



【
本
文
読
み
下
し
】 

  
 
 
 

御
手
伝
大
名
方 

  

四
万
四
千
九
百
八
拾
四
両 

 

三
拾
弐
万
五
千
石 

 

永
百
六
拾
弐
文
壱
ト 

 
 
 
 
 

松
平
因
幡
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拾
八
万
六
千
石 

 

弐
万
六
千
百
四
拾
七
両 

 
 
 
 

松
平
出
羽
守 

 

永
四
拾
弐
文
弐
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
拾
壱
万
石 

 

弐
万
九
千
五
百
廿
両
三
分 

 
 
 

有
馬
玄
蕃
頭 

 

永
百
六
文
四
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
拾
四
万
弐
千
石 

 

弐
万
八
千
四
百
八
拾
両
弐
分 

 
 

松
平
土
佐
守 

 

永
九
拾
七
文
七
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拾
五
万
四
千
二
百
八
拾
八
石 

 

弐
万
千
弐
百
六
拾
七
両
壱
分 

 
 

松
平
甲
斐
守 

 

永
百
三
十
七
文
三
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
万
石 

 

四
千
弐
百
拾
七
両
三
分 

 
 
 
 

稲
垣
靏
之
丞 

 

永
拾
五
文
弐
ト 

  

右
は
関
東
筋
川
の
御
普
請
御
手
伝
い 

 

仰
せ
付
け
ら
れ
候 

  

弐
万
九
千
九
百
八
拾
壱
両 

 
 
 

藤
堂
和
泉
守 

 

永
弐
百
九
文
壱
ト 

 

九
千
弐
百
五
拾
四
両
三
分 

 
 
 

松
平
越
後
守 

 

永
百
三
拾
七
文
八
ト 

  

右
は
東
海
道
筋
川
御
普
請
御
手
伝
い 

 

仰
せ
付
け
ら
れ
候 

  

惣
〆
拾
九
万
三
千
八
百
五
拾
三
両
壱
分 

 
 
 
 
 
 
 

永
百
五
拾
九
文
八
ト 

 
 

右
の
通
り
四
月
十
六
日 

 
 

仰
せ
付
け
ら
れ
候 

以
上 



【
解
説
】 

 

今
回
の
出
題
は
、
ほ
と
ん
ど
原
文
読
み
で
、
読
み
下
し
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
意

は
川
普
請
の
幕
府
か
ら
の
要
請(

こ
の
場
合
、
差
出
は
不
明)

で
、
関
東
筋
と
東
海
道
筋
の
川
浚 さ

ら

い
と
堤
防
の
普
請
で
し
ょ
う
か
、
夏
の
洪
水
対
策
を
河
水
の
枯
渇
す
る(

水
量
の
少
な
い)

時

期
を
も
っ
て
、
春
先
の
草
木
が
活
気
づ
く
時
を
待
ち
各
大
名
に
容
赦
な
く
押
し
付
け
た
い
わ

ば
定
例
と
な
っ
て
い
た
急
ぎ
働
き
で
す
。
指
名
さ
れ
た
大
名
は
藩
の
財
政
上
迷
惑
な
こ
と
で
、

願
う
こ
と
な
ら
ば
遠
慮
し
た
い
た
め
、
幕
府
重
職
の
任
に
あ
る
役
人
を
通
し
て
、
多
数
工
作
を

し
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
川
普
請
も
や
た
ら
、
堤
防
が
決
壊
し
た
、
橋
が
流

失
し
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
は
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
幕
府
へ
の
届
が
必
要
と

な
る
か
ら
で
す
。
自
領
の
こ
と
す
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
子
で
す
か
ら
、
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
他
領
で
の
普
請
と
な
る
と
人
足
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
現
地

滞
在
費
を
含
め
、
当
該
の
領
主
に
対
し
て
の
気
遣
い
や
交
渉
な
ど
、
そ
の
負
担
は
幕
府
も
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
領
民
に
賦
課
を
か
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
揆
騒
ぎ
に
進

展
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
臨
時
の
出
費
で
す
か
ら
江
戸
や
京
・
大
坂
の
大
商
人
か

ら
の
借
金
で
賄
い
ま
す
。
こ
の
文
書
か
ら
は
、
そ
の
指
示
を
受
け
た
大
名
の
資
金
調
達
や
人
足

手
配
な
ど
右
往
左
往
す
る
背
景
が
忍
ば
れ
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
肝
心
の
時
期
や
請
け
負

っ
た
大
名
の
所
在
さ
え
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
稲
垣
靏
之
丞
が
た
だ
唯
一
、
手
掛
か
り
と
な
り

ま
す
が
、
力
不
足
に
お
わ
り
ま
し
た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

一
つ
の
文
書
で
す
が
、
そ
の
内
容
の
背
景
は
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
れ
ば
、

平
易
な
文
書
あ
っ
て
も
古
文
書
学
習
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
す
。
さ
ら
に
広
げ
て
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
や
『
國
史
大
辞
典
』
な
ど
も
目
を
通
す
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

 
 【

用
語
解
説
】 

【
普
請

ふ

し

ん

】…

土
木
工
事
の
こ
と
。
建
築
物
を
含
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
建
物
を
修
理
・
工

作
す
る
の
を
作
事

さ

く

じ

と
い
い
ま
す
。
そ
の
責
任
者(

長
官)

を
作
事
奉
行
と
言
い
ま
す
。
普
請
の
場

合
は
、
普
請
奉
行
。 

【
永 え

い

】…

一
般
に
は
永
楽
銭
の
略
称
。
近
世
に
入
り
、
年
貢
や
物
価
の
表
示
に
使
用
。
慶
長
十

一
年(

一
六
〇
六)

、
永
楽
銭
の
通
用
を
禁
止
。
永
一
貫
文
＝
金
一
両
＝
鐚
四
貫
文
と
し
た
。
幕

領
の
一
部
で
永
高
表
示
に
よ
る
検
地
が
実
施
さ
れ
た
。
関
東
で
は
畑
作
年
貢
は
永
高
表
示
が

続
い
た
。
金
一
両
＝
永
一
貫
文
＝
米
二
石
五
斗
替
え
。
田
を
一
と
す
る
と
畑
は
六
分
の
一
。
二

石
五
斗
の
一
石
五
斗
が
関
東
の
畑
永
。
の
ち
に
二
石
五
斗
の
半
分
、
一
石
二
斗
五
升
替
え
と
な

っ
た
。
江
戸
後
期
、
生
糸
・
蚕
種
紙
に
対
し
手
数
料
と
し
て
冥
加
永
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
貫
目
十
五
匁
、
外
国
向
け
に
は
三
十
匁
。 

【
関
東
筋

か
ん
と
う
す
じ(

川)

】…

勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
入
り
ま
す
。
俗
に
関
東
四 し

川 せ
ん

は
鬼
怒
川
・
小
貝
川
・

下
利
根
川
・
江
戸
川
を
言
い
、
東
海
道
五 ご

川 せ
ん

は
大
井
川
・
酒
匂

さ

か

わ

川
・
天
竜
川
・
富
士
川
・
安
倍

川
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 



 

※
以
下
、
前
述
の
稲
垣
靏
之
丞
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
稲
垣
氏
を
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ら

し
き
人
物
が
浮
上
し
ま
し
た
。
稲
垣
長
剛

な
が
か
た

で
文
政
二
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
六
年
（
一
八
一
九
）

ま
で
藩
主
と
し
て
在
位
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
稲
垣
氏
は
初
代
稲
垣
長
茂
が
伊
勢
崎
藩
主

で
、
関
ヶ
原
以
前
は
大
胡
牧
野
氏
の
家
老
と
し
て
桐
生
の
新
川
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
手

掛
か
り
を
も
と
に
普
請
に
携
わ
っ
た
大
名
を
参
考
ま
で
に
列
記
し
ま
す
。
石
高
か
ら
推
定
し

ま
し
た
。 

【
松
平
因
幡

い
な
ば
の

守 か
み

】…
備
前
国
岡
山
藩
主
で
池
田
氏
。
藩
主
は
斉 な

り

政 ま
さ

。
在
位
は
寛
政
六
年
（
一
七

九
四
）
か
ら
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）。 

【
松
平
出
羽

で

わ

の

守 か
み

】…

出
雲
国
松
江
藩
主
で
松
平
氏
。
八
代
斉 な

り

恒 つ
ね(

在
位
は
文
化
三
年
（
一
八
〇

六
）
～
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）)
か
、
九
代
斉 な

り

貴 た
か(

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
～
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）)

。 

【
有
馬
玄
蕃
頭

げ
ん
ば
の
か
み

】…

筑
後
国
久
留
米
藩
主
で
有
馬
氏
。
九
代
頼 よ

り

徳 の
り

で
在
位
は
文
化
九
年
（
一
八

一
二
）
か
ら
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
。 

【
松
平
土 と

さ

佐
守

の

か

み

】…

土
佐
国
高
知
藩
主
で
山
内
氏
。
十
二
代
豊
資
で
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

か
ら
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
。 

【
松
平
甲
斐

か

い

の

守 か
み

】…

通
常
は
、
甲
斐
守
は
筑
前
国
福
岡
の
黒
田
氏
の
世
襲
任
官
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
石
高
が
五
十
二
万
石
で
余
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
た
め
、
調
べ
な
お
し
ま
し
た
ら
、
大
和

国
郡
山
藩
に
柳
沢
氏
が
任
官
し
て
い
ま
す
。
柳
沢
氏
は
旧
武
田
遺
臣
の
系
統
で
、
五
代
将
軍
徳

川
綱
吉
を
補
佐
し
た
柳
沢
吉
保
の
流
れ
で
す
。
藩
主
は
保 や

す

泰 ひ
ろ

。
在
位
は
文
化
八
年
（
一
八
〇
一
）

か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
。 

【
稲
垣
靏
之
丞

つ
る
の
じ
ょ
う

】…

前
述
の
通
り
。
志
摩
国
鳥
羽
藩
主
。 

【
藤
堂
和
泉

い
ず
み
の

守 か
み

】)
…

伊
勢
国
安
濃
津
の
藤
堂
氏
。
高
兌

た
か
さ
わ

で
在
位
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）

か
ら
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
。 

【
松
平
越
後

え
ち
ご
の

守 か
み

】…

越
後
守
へ
の
任
官
は
、
越
後
国
高
田
城
主
の
松
平
光
長
が
有
名
で
す
が
、

改
易
後
、
越
後
守
の
名
乗
り
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
文
書
に
は
松
平
越
後
守
が
登
場
し
ま
す
。

さ
て
、
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

引
用
は
『
古
文
書
用
語
辞
典
』(

柏
書
房)

・『
藩
史
事
典
』(

秋
田
書
店)

ほ
か 


